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1 .   緒  論  

 

 菌 類 は 地 球 に お よ そ 1 50 万 種 が 存 在 す る と 推 定 さ れ て い る が 3 )、

今 の と こ ろ 世 界 全 体 で 7 万 種  7 )、日 本 で は 1 万 2 千 種 程 度 し か ま だ

確 認 で き て い な い 。 近 年 、 生 物 多 様 性 保 全 の 視 点 か ら 、 各 地 域 ご と

の イ ン ベ ン ト リ ー の 作 成 や 、 未 記 載 種 の 発 見 が 重 要 視 さ れ て お り 、

こ れ ま で に 調 査 さ れ て い な か っ た 国 ・ 環 境 ・ 植 物 基 質 に 研 究 の 目 が

向 け ら れ て い る 。  

  水 生 菌 と は 生 活 環 の 全 て 、 あ る い は 一 部 を 淡 水 中 で 全 う す る 菌 類

を 指 し 、 鞭 毛 菌 類 （ ミ ズ カ ビ 類 ） や 子 の う 菌 類 、 不 完 全 菌 類 と い っ

た グ ル ー プ か ら な る 。 こ の 生 物 群 の 淡 水 環 境 中 に お け る 主 な 役 割 と

し て は 、 腐 朽 植 物 体  (た と え ば 、 イ グ サ ・ ヨ シ ・ ガ マ ・ ホ タ ル イ な

ど の 草 本 植 物 や 、 木 本 植 物 )  の 分 解 が あ げ ら れ る 。 さ ら に は 、 昆 虫

の 外 殻 、 魚 類 の 鱗 、 毛 髪 等 の 分 解 に も 関 与 し て い る こ と が 知 ら れ て

い る 2)。  

  水 生 菌 に 関 す る 分 類 学 的 研 究 は 、 英 国 、 オ ー ス ト リ ア 、 オ ー ス ト

ラ リ ア 、 米 国 (イ リ ノ イ 州 )に お い て 、 近 年 盛 ん に 行 わ れ て お り 、 お

よ そ 100 0 種 が 報 告 さ れ て い る 5 )。 こ の う ち の 大 部 分 は 子 の う 菌 類

で 、4 97 種 が 記 録 さ れ て い る 1 2)。一 方 、日 本 に お け る 水 生 子 の う 菌

類  (Fr esh wa ter Asc omy ce tes ; 以 下 F WA) に 関 す る 分 類 学 的 研 究 は

、 非 常 に 遅 れ て お り 、 ま だ 60 数 種 4) 11)  17 ) 1 9)  20 ) 21)  2 2) 2 3)  

が 確 認 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。  

  特 殊 な 環 境 に 生 息 す る FWA に つ い て は 、 医 薬 品 等 を 開 発 す る 目 的

か ら 、 有 用 生 理 活 性 物 質 の 探 査 源 と し て も 注 目 さ れ つ つ あ る 。 し か

し 、 そ の 利 用 の た め に は 、 F WA の 分 類 ・ 同 定 と い っ た 基 礎 研 究 を 充

実 さ せ る こ と が 不 可 欠 で あ る 。  

 よ っ て 本 研 究 で は 、 河 川 環 境 に 生 育 す る 菌 の う ち ， 日 本 に お い て

特 に 研 究 の 遅 れ が 目 立 つ 分 類 群 と さ れ る プ レ オ ス ポ ラ 目 菌 を 研 究 対

象 と し て 採 集 ・ 同 定 を 行 い 、 そ の 戸 籍 情 報 を 把 握 す る こ と を 目 的 と

し た 。
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2 .   方  法  

 

(1)  採 集 調 査 日 お よ び 調 査 回 数  

第 1 回  2 003 年 6 月 2 日 ～ 6 月 3 日  

第 2 回  2 003 年 9 月 7 日 ～ 9 月 8 日  

 

(2)  調 査 地 点  

 調 査 地 点 は 以 下 の 7 地 点 と し た 。 調 査 地 点 の 位 置 と 写 真 を 、 そ れ

ぞ れ 図 1  と 図 2 -8 に 示 し た 。  

  R- 1  別 寒 辺 牛 川 支 流  (厚 岸 町 太 田 ９ の 通 り )   144 ° 51.3 ’ E,   43°

07.5’N 

  R- 2 ト キ タ イ 川  (厚 岸 町 東 梅 )   144°57.4’E,  43°00.5

’N 

  R- 3   有 明 小 河 川  (厚 岸 町 有 明 )   144°52.0’E,  43°01.2

’N 

  R- 4   チ ラ イ カ リ ベ ツ 川  (厚 岸 町 別 寒 辺 牛 村 )   144 ° 55.5 ’ E,   43°

05.5’N 

  R- 5   サ ッ テ ベ ツ 川  (厚 岸 町 太 田 北 )   144 ° 49.0 ’ E,   43°

08.1’N 

  R- 6   ト ラ イ ベ ツ 川  (厚 岸 町 太 田 ９ の 通 り )  144°51.1’E,  43°09.3

’N 

  R- 7   別 寒 辺 牛 川 下 流  (厚 岸 町 別 寒 辺 牛 村 )  144°53.5’E,  43°06.2

’N 

 な お 第 2 回 調 査 時 の R -1 , R-6 , R- 7 に お い て は 、 降 雨 に よ る 河 川

増 水 の た め 、 採 集 調 査 が で き な か っ た 。  

 

(3)  採 集 方 法  

 各 地 点 に お い て 、 水 中 に 沈 ん だ 植 物 片 を 採 集 し 、 FWA の 有 無 を ル

ー ペ お よ び 肉 眼 で 観 察 し た 。 F WA の 子 実 体 が み ら れ た 基 質 に つ い て

は 、 プ ラ ス チ ッ ク ケ ー ス に 入 れ 実 験 室 へ 持 ち 帰 っ た 。  
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(4)  菌 の 観 察 ・ 同 定  

 実 体 お よ び 光 学 顕 微 鏡 に よ り 、 F WA の 形 態 的 特 徴  (子 の う 果 、 子

の う 、 偽 側 糸 、 子 の う 胞 子 )  を 観 察 し て 種 を 同 定 し た 。 子 の う 胞 子

の 粘 質 被 膜 を 検 出 す る 場 合 に は 、 ブ ル ー ・ イ ン ク あ る い は イ ン デ ィ

ア ・ イ ン ク を 用 い た 。 子 の う 果 の 切 片 作 成 に は 凍 結 ミ ク ロ ト ー ム を

使 用 し た 。  

  採 集 菌 は 乾 燥 標 本 と し 、 弘 前 大 学 農 学 生 命 科 学 部 植 物 標 本 庫  

(HHU F)  に 保 管 し た 。  

 

(5)  菌 の 分 離 ・ 培 養  

 興 味 深 い 菌 に 関 し て は 、 人 工 培 養 を 試 み た 。 は じ め に 、 滅 菌 水 を

の せ た ス ラ イ ド ガ ラ ス 上 で 子 の う 果 を 砕 き 、 胞 子 懸 濁 液 を 作 成 し た

。 こ の 懸 濁 液 を 素 寒 天 培 地 に 塗 布 し 、 室 温 で １ 日 保 っ た 。 次 に 発 芽

胞 子 を 顕 微 鏡 下 で 探 し 、 胞 子 を 素 寒 天 培 地 ご と 切 り 抜 き 、 こ れ を ジ

ャ ガ イ モ ・ ブ ド ウ 糖 寒 天 培 地  ( pot at o dext ro se  ag ar ; 以 下 PD A)  に

移 植 し た 。 純 粋 な コ ロ ニ ー が 得 ら れ た 場 合 、 こ れ を 斜 面 培 地 に 移 植

し て 保 存 菌 株 と し た 。  

 培 養 性 状 の 観 察 は 、 PD A 培 地 ・ 20 ℃ ・ 暗 黒 下 ・ 4 週 間 生 育 後 の コ

ロ ニ ー の 特 徴 か ら 行 っ た 。コ ロ ニ ー の 色 調 表 記 に つ い て は 、Me thu en  

hand bo ok of co lou r   10 ) の 名 称 と 略 号 に 従 っ た 。  

 培 養 下 の 子 実 体 を 観 察 す る た め に 、 イ ネ 稈 を 添 加 し た 素 寒 天 培 地  

[ric e str aw ag ar;  14 ) 以 下 RSA ] で 菌 を 生 育 さ せ 、 こ れ に B L-B を

照 射 す る こ と で 、 子 実 体 の 形 成 誘 導 を 試 み た 。  
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3 .   結  果  

 

(1)  採 集 菌 概 要  

 本 調 査 に よ っ て 、計 33 種 の F WA が 採 集 さ れ た  (表 1 )。こ れ ら は 5

科 、 12 属 に わ た っ た  (表 2)。  

 採 集 菌 を 科 別 に み る と 、 ロ フ ィ オ ス ト マ 科 の 所 属 菌 が 最 も 多 く 、

全 体 の 約 76  %を 占 め 、 4 属 18 種 が 確 認 さ れ た  (表 2 )。 属 ご と で は

、 ロ フ ィ オ ス ト マ 科 の M ass ari na  属 お よ び M ass ar ios pha er ia 属 が

優 占 的 で あ り 、 そ れ ぞ れ 44 .3  %， 25 . 5 %  の 採 集 頻 度 で あ っ た  (図

10) 。  種 別 に み る と 、 Mas sar ios ph aeri a t yph ic ola  (N o.1 9) 、  

Mass ar ina  ar un din ace a  (No .9)、  M.  c lion in a ( No. 11 ) が 優 占 的 で

あ り 、 そ れ ぞ れ 23. 0 %、 15. 7 %、 14. 0 %  の 頻 度 で 採 集 さ れ た  (表

1)。  

 

(2)  採 集 地 に よ る 違 い  

 7 地 点 の う ち 、 R -3  は 比 較 的 菌 の 多 様 性 が 高 く 、 13 種 が 確 認 さ れ

た 。 R- 1、 R- 6、 R-7 で は 、 降 雨 に よ る 河 川 の 増 水 が あ っ た た め 第 2

回 目 の 採 集 が で き ず 、 確 認 種 数 は 少 な い 結 果 と な っ た  (表 1)。  

 約 67 %の 種 が 複 数 地 点 で み ら れ た の に 対 し 、 N o.1、 5、 6、 10、 1 4

、 21- 24、 27、 31 の 1 1 種 は 1 地 点 で の み 採 集 さ れ た 。 こ の う ち

Mass ar ina  br evi ap pen dic ula ta  (N o.1 0) は 、 R- 5 に お い て 14 .3 %

と 比 較 的 高 い 頻 度 で 採 集 さ れ た  (表 1)。  

 

(3)  採 集 時 期 に よ る 違 い  

  18 種 の 菌  (N o. 1、 5、 13、 1 4、 16、 1 8、 2 0、 21、 2 3- 32)  は 6 月 に

の み 確 認 で き た 。 ま た 、 9 種 の 菌  (N o. 2-4、 6 -8、 12、 22、 33 ) は 9

月 に の み 確 認 で き た  (表 1 )。し か し 、こ れ ら の い ず れ の 菌 も 発 生 頻

度 が 低 く  (0. 6-5 .1  % )、 採 集 時 期 に よ る 生 育 菌 種 の 違 い は 明 確 に で

き な か っ た 。 発 生 頻 度 の 高 か っ た 優 占 種 3 種 で 比 較 し た 場 合 も 、 発

生 頻 度 に 明 確 な 差 は み ら れ な か っ た  (図 11 )。  
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(4)  採 集 F WA の 宿 主 植 物 に よ る 違 い  

  多 く の 種 は 、 草 本 植 物 基 質 ま た は 木 本 植 物 基 質 の い ず れ か に 生 じ

た (表 1)。草 本 植 物 か ら の み 採 集 さ れ た 菌 は N o.2 -7、 9、 1 3、 14、 16

、 17、 21- 31 の 2 2 種 で あ り 、 こ の う の 約 4 5 %  は フ ァ エ オ ス フ ェ リ

ア 科 の 菌 で あ っ た 。 木 本 植 物 か ら の み 採 集 さ れ た 菌 は  No. 1、 8、 1 0

、 1 1、 15、 1 8、 2 0、 3 2、 3 3 の 9 種 で 、 木 本 基 質 を 好 む と い わ れ る

Mass ar ina  属 や メ ラ ノ ン マ 科 の 菌 が み ら れ た 。  

 Ma ssa rin a j apo ni ca  ( No .12 ) と  Mass ar ios pha er ia t yp hic ola  

(No. 19 ) は 両 方 の 基 質 に み ら れ た (表 1 )。  
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4 .   考  察  

 

  本 調 査 に よ り 、 厚 岸 湖 ・ 別 寒 辺 牛 湿 原 周 辺 の 河 川 に は 、 ロ フ ィ オ

ス ト マ 科 の 菌 が 多 く  ( 75 .9  %,  表 2)、 特 に Mas sar ina  属 菌 が 高 い 頻

度  ( 44. 3  %)  で み ら れ る こ と が わ か っ た 。 Mas sa rin a 属 は 海 外 の 調

査 に お い て も 淡 水 環 境 か ら 多 数 報 告 さ れ て い る 属 で あ り  6)  8 ) 13)

、 本 調 査 の 結 果 は 、 他 の 地 域 に お け る 結 果 と 一 致 し て い た 。  

 最 も 高 頻 度 で 確 認 さ れ た 種 は 、 Mass ar ios pha er ia typ hic ol a  

(No. 19 )で あ っ た  (表 1)。 本 菌 は 、 世 界 各 国 で 確 認 さ れ て い る 普 通

種 で あ る  1 8)。 こ れ ま で の 報 告 に は 、 陸 生 菌 と し て の 記 録 が 多 い が

、近 年 に な っ て 淡 水 環 境 か ら も 確 認 さ れ る よ う に な っ た  1)  18 )。水

陸 の 両 環 境 で 生 育 で き 、 多 様 な 分 散 様 式 を も つ こ と が 、 本 結 果 の 高

い 出 現 頻 度  ( 23  %)  に 影 響 し た も の と 思 わ れ る 。  

 ま た 、M.  t yph ic ola  は 特 定 の 植 物 基 質 を 好 む の で は な く 、草 本・木

本 上 の い ず れ に も 生 育 で き る こ と が わ か っ た  (表 1)。 こ の こ と は 、

本 菌 が 各 調 査 地 点 で 優 占 的 な 位 置 を 占 め た 大 き な 要 因 と な っ た と 思

わ れ る 。 対 照 的 に 、 3 番 目 の 優 占 種 で あ る Mas sar in a c lio nin a  

(No. 11 ) は 、 木 本 植 物 上 に の み 生 育 す る た め 、 R -4  や R-7  の よ う な

草 本 植 物 サ ン プ ル が 中 心 の 河 川 に お い て は 採 集 さ れ ず 、 出 現 頻 度 も

14.0  %  と や や 低 く な っ た  (表 1,  図 1 1)。  

  一 般 的 に FWA は 何 ら か の 方 法 で 空 中 に 胞 子 を 分 散 さ せ る こ と に よ

り 、 そ の 分 布 を 拡 げ る と 考 え ら れ て い る 。 よ っ て 、 単 一 の 河 川 の み

で 生 育 す る こ と は 稀 で あ る こ と が 多 い 。本 調 査 に お い て 、約 6 7 %  の

菌 が 複 数 地 点 で 採 集 さ れ た こ と は 、 こ の こ と を 裏 付 け る も の と 思 わ

れ る 。 単 一 河 川 か ら 得 ら れ た 残 り 33  % の 菌 は 、 採 集 頻 度 が 低 い た

め そ の 生 態 に つ い て は 明 確 に で き な い 。 し か し R- 5 で の み 確 認 さ れ

た M ass ari na bre vi app end icu la ta  ( N o.10 ) は 、 そ の 地 点 に お い て

比 較 的 高 い 頻 度 (14 .3 % ) で 採 集 さ れ た こ と か ら 、 M .  

brev ia ppe ndi cu lat a  に と っ て 生 育 に 適 し た 何 ら か の 要 素  (例 え ば

特 定 の 宿 主 植 物 ) が R-5 に は 存 在 し た も の と 考 え ら れ る ．  
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 本 調 査 で 採 集 さ れ た 菌 の う ち 、 約 42  %の 菌 は 日 本 既 知 種 で あ り 、

以 前 に 陸 生 菌 と し て 日 本 で 記 録 さ れ て い た も の が 多 か っ た  9 ) 14 )  

15)  1 6)。も と も と 陸 上 の 植 物 体 上 で 寄 生 あ る い は 腐 生 的 に 生 活 し て

い た も の が 、 水 面 に 落 下 し た 結 果 、 本 調 査 で 淡 水 環 境 か ら 採 集 さ れ

た こ と も 考 え ら れ 、 こ れ ら の 菌 に 関 し て は 、 水 生 菌 と し て の 取 り 扱

い に 注 意 が 必 要 か も 知 れ な い 。  

 日 本 既 知 種 以 外 で は 、 新 種 あ る い は 新 種 の 可 能 性 が あ る 菌 と し て

、 Mas sa rin a br evi ap pen dic ula ta  (No .10) 、 M. c li oni na ( No. 11 )

、 M.  ma cro ar und ina cea  (N o.1 4)、 M ass ario sp hae ria  ma xim a ( No. 18)

、 Ma ss ari na sp .-2  (N o. 16)、 M ass ar i na s p. -3 (No .1 7)の 6 種 が 確

認 さ れ た 。 ま た 、 日 本 に お い て 初 報 告 で あ る 日 本 新 産 種 と し て 、 7

種  ( No. 1、 1 3、 21、 2 4、 2 5、 2 8、 3 2)  が 採 集 さ れ た 。 新 種 お よ び 日

本 新 産 種 が 、 採 集 菌 全 体 の 39 .4  %  を 占 め た こ と は 、 厚 岸 湖 ・ 別 寒

辺 牛 湿 原 周 辺 の 河 川 環 境 が 、 未 記 載 種 発 見 の 探 査 地 と し て 優 れ て お

り 、 自 然 環 境 の 保 全 さ れ た 地 域 で あ る こ と を 表 し て い る と 思 わ れ る

。  
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5 .   新 種 記 載 予 定 種 の 形 態 的 特 徴  

 

以 下 に 新 種 記 載 予 定 の 菌 に つ い て 記 す 。  

 

 

( 1)   Ma ss ari na  b re via pp end icu la ta   Kaz. Tanaka & 

Y. Harada,  nom. provis.    

図 39 -5 0 

種 名 の 由 来  

 子 の う 胞 子 両 端 の 短 い 付 属 物 に 因 み ， br evi  ( 短 い ) ＋

appe nd icu lat us  (付 属 物 の あ る ) と し た ．  

形 態  

 子 の う 果  (図 48 , 4 9) は 高 さ 2 20 -4 00 µm， 直 径 3 00 -55 0 µm, 散

在 ま た は 2-3 個 が 群 生 ， 埋 生 ～ 破 出 ， 球 形 ， 丸 い 孔 口 を 有 す る ． 頸

部 は 長 さ 5 0-1 15 µm， 直 径 8 5-1 00 (- 1 50) µm， 短 い 乳 頭 状 で 中 央 に

生 じ ， 周 糸 を 欠 く ． 子 の う 果 の 殻 壁  (図 50 ) は 多 角 菌 糸 組 織 か ら な

り ，側 面 お よ び 基 部 で 厚 さ 25- 38  ( -50 ) µm，5 -18×3- 10  µm・淡 褐 色・多

角 形 で 4- 6  (- 7)  層 の 細 胞 で 構 成 さ れ ， 子 の う 果 側 面 に ま ば ら な 褐

色 菌 糸 を 有 す る ． 偽 側 糸 は 多 数 有 り ， 幅 1. 5-2  µm で ， 隔 壁 を も ち ，

分 枝 す る ． 子 の う  (図 4 6, 47) は ( 12 0- ) 12 7.5 -16 5 ( -18 5)× 23. 5-3 1  

(-32 .5 ) µm (平 均 =  14 5.9× 28 .3  µm,  n =  8 5),  こ ん 棒 状 ， 基 部 お

よ び や や 側 面 よ り 生 じ ， 長 さ 7-1 5 ( -2 0) µm の 短 い 柄 を 有 し ， 8 胞

子 を 上 部 で 2 列 に 下 部 で 1 列 に 内 蔵 す る ．子 の う 胞 子  (図 39 -45 )  は

(40- )  44 -6 0 (-6 3. 5)× (9. 5-)  11- 17. 5  µm (平 均 =  5 3. 7×1 3.5 , n  =  

90),  縦 横 比 3 .2 -5. 0 (平 均 =  4 .1 , n =  79 ),  紡 錘 形 ， 頂 部 で や や 尖

り ，基 部 で や や 丸 く ，中 央 よ り 下 方 ( 0. 51-0 .5 6;  平 均 =  0.5 3,  n  =  7 8)  

に 1 隔 壁 を 形 成 し て 大 き く く び れ ， 無 色 ， 表 面 平 滑 ， 両 端 部 に 長 さ

1-3  µm の 短 い 付 属 物 を 有 す る ． 過 熟 子 の う 胞 子  (図 4 3)  は 褐 色 ， 表

面 と げ 状 ， 1-5 隔 壁 と な る ．  

培 養 性 状  
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 PD A 上 の コ ロ ニ ー は 4 週 間 で 30  mm に 達 し ，ダ ー ク・グ リ ー ン (3 0F6 )

， ブ ル ー イ ッ シ ュ ・ グ リ ー ン ( 23 D2 )の 周 縁 を 有 す る ； 裏 面 も 同 様 ；

色 素 は 生 産 し な い ． RS A 上 で は 2 ヶ 月 以 内 で 多 数 の 子 の う 果 が イ ネ

稈 上 に み ら れ る ． 子 の う 胞 子 は 自 然 宿 主 上 の も の と ほ ぼ 同 じ で ， 大

き さ (4 8-)  51 -6 0.5  (- 62 .5)×12 -17  µm  (平 均 = 5 5.5×1 5.4  µm， n =  

50)， 縦 横 比 は 3. 2-4 .0 (平 均 = 3 .6， n  = 5 0)．  

供 試 標 本  

  On  s ubm er ged  wo od : R -5 , J un e 3 , 200 3, KT & SH 12 14 ( H H UF  28192) ,  

KT & SH 1 21 5 (H H U F 28193), Se pt. 7 , 20 03, KT & SH 13 99 ( H H U F 

2819 4 Hol oty pe ), KT & SH 140 0 -1 40 3  (H H UF  28195-2 81 98) .  

備 考  

  Ma ss ari na 属 は お よ そ 47 種 が 知 ら れ て い る  (Ta na ka and  H ara da  

2003 c )。 本 菌 は 子 の う 胞 子 が 大 型 で あ り 隔 壁 を 中 央 部 よ り 下 方 に も

つ 点 で 、 M . pur pur as cen s  K.D . Hyd e &  Ap tro ot  8)  に 類 似 す る 。 し

か し 、本 菌 は 子 の う 果 が 球 形 で 頸 部 は 短 い こ と  (M.  p ur pur asc en s  で

は レ ン ズ 形 ～ 円 筒 形 で 、 頸 部 は 長 さ 3 25 µ m)、 子 の う 胞 子 両 端 に 付

属 物 を も つ こ と  ( M.  p urp ura sce ns  で は 胞 子 全 体 を 覆 う 粘 質 被 膜 を

も つ ) に よ り 、 M. pur pu ras cen s と は 区 別 可 能 で あ る 。  

 

 

( 2)   M as sa rin a cli on in a   Kaz. Tanaka & Y. Harada,  nom. provis.                 

図 51 -6 2 

種 名 の 由 来  

 は ね 状 に 肥 大 し た 粘 質 被 膜 を も つ 子 の う 胞 子 が ， Cl ion e  (ク リ オ

ネ ;翼 足 類 の 巻 貝 ) に 類 似 す る こ と に よ る ．  

形 態  

  子 の う 果  (図 59 , 6 0) は 高 さ 2 10 -2 80 µm， 直 径 3 30 -43 0 µm, 散

在 ，埋 生 ，球 形 ，丸 い 孔 口 を 有 す る ．頸 部 は 短 い 乳 頭 状 で ，長 さ 50- 75  

µm， 多 角 形 ～ 球 形 の 小 型 細 胞 で 構 成 さ れ ， ま ば ら な 周 糸 を 有 す る ．

子 の う 果 の 殻 壁  (図 62)  は 厚 さ 1 5-2 3 µm， 4 -1 2.5×2. 5-7 .5  µm・ 多
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角 形 で 4 -5 層 の 細 胞 か ら 構 成 さ れ ，底 部 は 未 発 達 ．偽 側 糸  (図 61)  は

多 数 有 り ， 幅 2  µm で ， 8-1 5 µm 間 隔 で 隔 壁 を も ち ， 融 合 す る ． 子 の

う  (図 57 , 58)  は (81 .5 -) 86- 11 8 ( -1 28)× 15 -19  (- 21)  µm (平 均 =  

100. 1× 17. 2 µm, n = 7 0), こ ん 棒 状 ， 長 さ 5-2 3 µm の 短 い 柄 を 有 し

， 8 胞 子 を 内 蔵 ． 子 の う 胞 子  (図 51 -5 6) は ( 26- ) 2 7. 5-3 4.5  ( -37 )

×7-1 0  (- 11)  µm (平 均 = 31 .0× 8.7  µm,  n  =  70) , 縦 横 比 3.2 -4 .1  (平

均 =  3 .6,  n  =  7 0) , 紡 錘 形 ，両 端 で 丸 み を 帯 び ，中 央 付 近  ( 0. 48- 0.5 2;  

平 均 = 0.5 0, n = 6 4) に 1 隔 壁 を 形 成 し て 大 き く く び れ ， 無 色 ， 表

面 平 滑 ， 油 滴 を も ち ， 粘 質 被 膜 に 包 ま れ る ． 粘 質 被 膜 は ブ ル ー イ ン

ク で 青 染 し ， 隔 壁 の 横 で 幅 3  µm， 両 端 部 で 幅 1  µm， 後 に 水 中 に て 不

規 則 な 形 と な り 約 7 µm に ま で 拡 大 す る ．  

培 養 性 状  

 PDA 上 の コ ロ ニ ー は 4 週 間 で 2 0 mm に 達 し ， 中 央 で オ リ ー ブ ・ ブ

ラ ウ ン (4D 3 )， 他 は グ レ ー イ シ ュ ・ イ ェ ロ ー (4B 3 )， 白 色 の 周 縁 を 有

す る ； 裏 面 も 同 様 ； 色 素 は 生 産 し な い ． RS A 上 で は 2 ヶ 月 以 内 に 多

数 の 子 の う 果 が イ ネ 稈 上 に み ら れ る ． 培 養 下 の 子 の う 胞 子 は 自 然 界

の も の と 同 じ 形 態 で ， 大 き さ 27- 35 ×  8-1 1 μ m  (平 均 = 31. 0×9 .3  

µm, n  =  50 )．  

供 試 標 本  

  On sub me rge d wo od: R -1 , Ju ne 2 , 2003 , KT & SH 114 9A ( H H U F 

2819 9 Hol oty pe ), KT & S H 115 0 -1 15 2 (H H UF  28200-2 820 2),  R -3,  Ju ne  

3, 200 3,  K T & SH 11 69  ( H H U F 28203 ), Sep t.  7 , 200 3,  KT  &  S H  

1384 -1 386  (H H U F 28217 -28 219 ),  R- 5 , J une  3 , 2 003 , KT  & SH  

1205 -1 213 (H H UF  28204- 282 12 ), S ept .  7, 20 03, KT & SH 1 404 -14 07  

(H H UF 28220 -28 22 3),  R- 6,  Ju ne 3,  20 03,  KT  & SH  12 20 - 12 23 (H H UF  

2821 3- 282 16) .  

備 考  

 本 菌 は 子 の う お よ び 子 の う 胞 子 の 大 き さ や 、 淡 水 中 に 生 育 す る 点

で ， M. th ala ssi oid ea  K.D . Hy de & A ptro ot 8) に 類 似 す る 。 し か

し 、 後 者 は 扁 円 形 ～ 円 筒 形 で 大 型  (高 さ 13 0-2 60 µm,  幅  9 1-1 30 µm,  
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長 さ  5 20- 780  µm)  の 子 の う 果 を も つ こ と 、 子 の う 胞 子 に 粘 質 物 を も

た な い こ と で 本 菌 と は 異 な る 。  

 

 

( 3)  Ma ssa ri na mac ro aru nd ina ce a  Kaz. Tanaka & 

Y. Harada,  nom. provis.    

図 63 -7 6 

種 名 の 由 来  

 既 知 種 M . a run din ac ea ( Sow er by: Fr.)  Le uch tm.  に 類 似 す る が

， 器 官 全 体 が 大 き い (m ac ro)  こ と に 由 来 す る ．  

形 態  

 子 の う 果  (図 75 ) は 高 さ 15 0-2 80  µm， 直 径 3 10 -41 0 µm， 亜 球 形

， 基 部 は 平 坦 で ， 頂 部 は や や 乳 頭 状 ， 側 面 に ま ば ら な 褐 色 菌 糸 を 有

す る ． 子 の う 果 の 殻 壁  (図 76 ) は 側 面 で 厚 さ 1 2. 5-2 0 µm， 多 角

形 ・ 3- 18× 2-4 .5 µm の ， 4 -5 層 の 細 胞 か ら な る ;  基 部 は 厚 さ 5- 7.5  

µm で ， あ ま り 発 達 し な い ; 孔 口 周 辺 は 暗 褐 色 ・ 球 形 ・ 直 径 2-4 µm の

細 胞 で 構 成 さ れ る ． 偽 側 糸  (図 7 4) は 多 数 形 成 さ れ ， cel lul ar， 幅

1.5- 3. 5 µm， 5- 17 µm 間 隔 で 隔 壁 を 有 す る ． 子 の う  (図 71- 73 ) は

118- 16 1.5×30 -35  µm， 卵 形 ， 基 部 に 長 さ 約 10 µm の 短 い 柄 を 有 し ，

8 胞 子 を 3- 4 列 に 内 蔵 す る ． 子 の う 胞 子  (図 63- 70)  は 65 -85×7- 10  

µm (平 均 =  75 .3× 9. 3 µm， n =  6 5),  縦 横 比 7.2 -9. 7 (平 均 =  8 .2， n  =  

65 )， 紡 錘 形 ～ 円 筒 形 ， 通 常 湾 曲 ， 中 央 よ り 下 方 (0 .5 3-0 .59 ;  平 均 =  

0.56 ,  n  =  6 5)に 第 一 隔 壁 を 形 成 し て 大 き く く び れ ， 下 方 細 胞 の 基 部

に も 隔 壁 を も ち ， 全 体 で 2 隔 壁 ， 無 色 ～ 淡 オ リ ー ブ 緑 色 ， 表 面 平 滑

， 新 鮮 な 場 合 多 数 の 小 顆 粒 状 の 油 滴 を 含 み ， 粘 質 被 膜 を 有 す る ． 粘

質 被 膜 は は じ め は 幅 狭 ， 側 面 で 3  µm， 基 部 で 7  µm， の ち に 水 中 に て

拡 大 し ， 側 面 で 1 1 µm， 基 部 で 1 5 µm と な る ．  

供 試 標 本  

  On  su bm erg ed her bas eo us ste m: R -3 , Ju ne 3, 200 3, KT & S H 1 174  

(H H UF )．  
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培 養 性 状  

 PDA 上 の コ ロ ニ ー は 4 週 間 で 3 3 mm に 達 し ， は じ め は 白 色 ， の ち

に オ リ ー ブ・ブ ラ ウ ン ( 4D3 )～ ブ ル ー イ ッ シ ュ・グ レ ー (2 2D2 )，不 規

則 な 周 縁 を 有 す る ； 裏 面 は ダ ー ク ・ グ リ ー ン (28 F3 )； 色 素 は 生 産 し

な い ． RSA 上 で は 2 ヶ 月 以 内 で 多 数 の 子 の う 果 が イ ネ 稈 上 に み ら れ

る ． 培 養 下 の 子 の う 胞 子 は 自 然 界 の も の と 同 じ 形 態 で あ る ．  

備 考  

 本 菌 は 子 の う 胞 子 お よ び 粘 質 被 膜 の 形 が M.  aru ndi na cea  に 類 似

す る が 、 本 菌 の 子 の う 胞 子 は よ り 大 型 で あ る  [6 5-85× 7- 10 µm vs .  

23-4 0. 5 × 3.5 -6 µm ; 1 6)]。  

 

 

( 4)   M as sa rio sp hae ri a ma xim a  Kaz. Tanaka & Y. Harada,  nom. provis.  

図 77 -8 6 

種 名 の 由 来  

 本 属 菌 の な か で 最 大 の 子 の う 胞 子 を 有 す る こ と か ら ， m axi ma  (最

大 の )と し た ．  

形 態  

 子 の う 果  (図 8 4-8 6) は 高 さ 300 -5 00  µm， 直 径  450 -5 20 µm， 球 形

，散 在 ， 埋 生 ， ス リ ッ ト 状 の 孔 口 部 で 破 出 す る ． 頸 部 は 高 さ 8 0-1 35  

µm， 直 径 155 -2 20 µm， 円 筒 形 ， 周 糸 を 有 す る ． 子 の う 果 の 殻 壁 は 全

体 的 に 均 一 な 厚 さ で 2 0-4 3  µm，4- 6 層 ，褐 色・球 形 ～ 直 角 で 直 径  3.5 -9  

µm の 細 胞 か ら な る ． 偽 側 糸 は 幅 1 .5- 2 .5 µm． 子 の う  (図 82, 83) は  

(152 .5 -) 175 -23 7. 5 (- 25 0)× (28 -) 30- 39.5  (- 42 .5)  µm (平 均 =  20 9.4

×35. 2 µm， n =  50 )， こ ん 棒 状 ， 長 さ 20-3 5 µm の 短 い 柄 を 有 し ， 8

胞 子 を 上 方 で 2 -3 列 ，基 部 で 1 列 に 内 蔵 す る ．子 の う 胞 子  (図 77 -81 )  

は  ( 53 -)  58 -73  ( -78 .5 )×1 2-1 7 µm (平 均 =  65 .9×  1 4.1  µm, n = 61)

， 縦 横 比 4 .1- 5. 3 (平 均 = 4. 7,  n  =  6 1)， 紡 錘 形 ， わ ず か に 湾 曲 ，

中 央 よ り 上 方  ( 0.4 6-0 .5 0; 平 均 = 0 .48 , n = 61)  に 第 一 隔 壁 を 形 成

し て 大 き く く び れ ，全 体 で 9- 11 隔 壁 を も ち  (隔 壁 パ タ ー ン は ，上 部
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細 胞 ＋ 第 一 隔 壁 ＋ 下 方 細 胞 で 4 +1 +4,  4 +1+5 , 5+1 +5)， 頂 部 よ り 5- 6

番 目 の 細 胞 で 肥 大 ， 無 色 ， 表 面 平 滑 ， 新 鮮 な 時 に は 顆 粒 状 の 油 滴 を

多 数 も ち ， 幅 3 -9 µm の 粘 質 被 膜 を 有 す る ． 過 熟 子 の う 胞 子  (図 8 1)  

は 褐 色 ， 粗 面 と な る ．  

培 養 性 状  

 PD A 上 の コ ロ ニ ー は 4 週 間 で 18  mm に 達 し ，ダ ー ク・グ リ ー ン (3 0F6 )

で 白 色 の 周 縁 を 有 す る ； 裏 面 は 同 様 も し く は ほ と ん ど 黒 色 ； 色 素 は

生 産 し な い ． RSA 上 で は 2 ヶ 月 以 内 で 多 数 の 子 の う 果 が イ ネ 稈 上 に

み ら れ る ． 培 養 下 の 子 の う 胞 子 は ， 自 然 界 の も の よ り や や 大 型 で ，

(70- )  72 -8 8× 15 -18  µm (平 均 =  8 0. 1× 17 .1  µm,  n  =  5 0)  と な る が

， 隔 壁 数 ・ 縦 横 比 ・ 第 一 隔 壁 の 位 置 は 同 じ で あ る ．  

供 試 標 本  

  On  s ub mer ged  w ood : R -1 , Ju ne 2,  20 03,  K T & SH  11 57  ( H H U F 

2822 4 Hol oty pe ), KT & SH 115 8 ( H H U F  28225).  

備 考  

 Ma ss ari osp ha eri a 属 は お よ そ 21 種 が 知 ら れ て い る が  18)、 本 菌

の 子 の う 胞 子 の 大 き さ は 、 そ の 中 で 最 も 大 型 で あ る こ と か ら 新 種 と

し た 。   
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属　　名

Aliquandostipitaceae
（アリクアンドスチピタ科）

Leptosphaeria

Ophiobolus

Lophiostoma

Lophiotrema

Massarina

Massariosphaeria

Ophiosphaerella

Paraphaeosphaeria

Phaeosphaeria

Platystomum

Trematosphaeria

表 2.　　採集菌の所属する科と採集頻度

標本数

3

2

Jahnula 1 1

科　　名

Leptosphaeriaceae
（レプトスフェリア科）

科別頻度 (%)種　数

75.9

6.2

18 135

2 11

0.6

26

5

1

Lophiostomataceae
（ロフィオストマ科）

2

4

図 10. 　属別の採集頻度

* 数字は% を表す. 5%未満のものは省略した．

属　数

Phaeosphaeriaceae
（ファエオスフェリア科）

Melanommataceae
（メラノンマ科）

14.6

2.8

10

2

44.3

25.5

13.4

5.1

5.0

1.1

Massarina
Massariosphaeria
Phaeosphaeria
Leptosphaeria
Lophiostoma
Platystomum
Lophiotrema
Ophiobolus
Jahnula
Ophiosphaerella
Paraphaeosphaeria
Trematosphaeria
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* R-1, R-6, R-7 における9月の採集データはない．
* 種名よこの括弧内の数字は，各採集時期ごとの全採集菌に対する出現頻度を表す．
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2 3

4 5

6 7

8

図 2-8. 採集地点状況　
2. R-1 (別寒辺牛川支流)．　3. R-2 (トキタイ川)．　4. R-3 (有明町小河川)．　5.

R-4 (チライカリベツ川)．　6. R-5 (サッテベツ川)．　7. R-6 (トライベツ川)．　

8. R-7 (別寒辺牛川下流)． 2003年6月．



図 12-38.  採集された菌類の子のう胞子　

12. Jahnula aquatica.  13. Lophiostoma caulium var. d.  14. L. macrostomum.  15. L. semiliberum.  16. L. winteri.

17. Lophiotrema vagabundum.  18. Massarina aff. aquatica.  19. M. arundinacea.  20. M. japonica.  21. M. lacustris

sense Leuchtmann.  22. Massarina sp.-1.  23. Massarina sp.-2.  24. Massarina sp.-3.  25. Massariosphaeria typhicola.

26. Massariosphaeria sp.  27. Paraphaeosphaeria michotii .  28. Phaeosphaeria eustomoides.  29. Ph. fuckelii.  30.

Ph. luctuosa.  31. Ph. nigrans.  32. Ph. sparsa.  33. Ph. vagans.  34. Phaeosphaeria sp.-1.                                  35.

Phaeosphaeria sp.-2.  36. Platystomum compressum.  37. Trematosphaeria sp.  38. Ophiobolus aff. crassus.  Bars

10μm.

26 27 28 29 30 31

32 33 34 35 36 37 38

12 13 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

14



図 39-50.  Massarina breviappendiculata
39-43.子のう胞子.  44.子のう胞子の発芽.  45.子のう胞子先端の付属物 (矢印).  46,47.

子のう .   4 8 . 植物表面上の子のう果.   4 9 . 子のう果断面 .   5 0 . 子のう果の殻壁

(39,40,43,44,46,48-50: KT 1399. 41,42,47: culture 1399. 45: culture 1215.)

Bars  39-45: 10μ m, 46,47,50: 20μm, 48: 500μm, 49: 100μm.

39 40 41 42 43

44

45

46 47

48

49 50



51 52 53 54 55 56

57 58

59

60

61

62
図 51-62.  Massarina clionina
51-55.子のう胞子 (ブルー・インク中).  56.発芽子のう胞子.  57,58.子のう.  59.植物表

面上の子のう果.  60.子のう果断面.  61.偽側糸.  62.子のう果の殻壁 (51,55-62: KT 1149.

52,53: culture 1149. 54: KT 1250.)

Bars  51-56,61: 10μm, 57,58,62: 20μm, 59: 500μm, 60: 100μm.



63 64 65 66 67

68 69

70

71 72 73 74

75 76

図 63-76.  Massarina macroarundinacea
63-67.子のう胞子.  68,69.子のう胞子と粘質膜 (インディア・インク中).  70.発芽子の

う胞子.  71-73.子のう.  74.偽側糸.  75.子のう果断面.  76.子のう果の殻壁 (63-

65,69,70,73,75,76: KT 1174.  66-68,71,72,74: culture 1174.)

Bars  63-67,74: 10μ m, 68-73,76: 20μm, 75: 100μm.



77 78 79 80 81

84 85

8682 83

図 77-86.  Massariosphaeria maxima
77-81.子のう胞子.  82,83.子のう.  84,85.植物表面上の子のう果 (矢印).  86.子のう果

断面.   (77,78,81,83-86: KT 1157.  79,80,82: culture 1157.)

Bars  77-81: 10μ m, 82,83: 20μ m, 84,85: 500μm, 86: 100μm.




